
取組事例 妹背牛温泉ペペル改修による交流人口の増加
（妹背牛町）

基準値
（Ｒ元）

見込み
（Ｒ6）

目標値
（Ｒ7）

進捗率
（％）

温浴室・サウナの改修・新設による新規層の獲得

〇主な取組
・温浴室内の全改修
・屋内サウナ施設の改修
・屋外サウナ（バレルサウナ）
の新設

月１回の定例会議によるサービスの向上

R4(町内外合算) R6

町内 12,423 16,630

町外 14,612
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観光客入数（見込み）

入館者数 令和4年度・6年度5月比較

取組事例

入館者数 168,826人 236,800人 180,000人 131.5％

取組の推進体制

町、妹背牛温泉ペペルが連携し、入館者の要望や運用面での
問題点等について、設備や人員配置等の検討を行い、サービス
の向上を推進している。

〇主な取組
・毎月町と温泉による定例会議を
実施し、運用面での改善点や必
要な設備・備品の更新を行い、
サービスの向上を推進している。

〇主な成果
・入館者の満足度の向上及び新規
入館者の常客化

・上記に伴う、交流人口の増加

〇主な成果
・町外からの入館者の増加
・若年層の入館者の増加
・SNS等での口コミによる知名
度向上

妹背牛町では、平成５年に開業した妹背牛温泉ペペルの温浴室内の一新、サウナの設備等の大改修
を行い、交流人口の増加を図ることで、観光分野での活気があふれる町づくりを目指している。

見込み根拠：令和6年5月温泉入館者数×12ヶ月×95％（リニューアル・連休考慮）+令和5年度
（温泉改修工事中）観光客入込数-1ヶ月毎温泉入館者数平均（令和5年度が1カ月超営業の為）

令和4年度と比較して3割増、また全体の約90％が町外からの
入館者になると見込んでおり、交流人口の増加に繋がっている。


